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はじめに

この文書は、固定ユニットPGS 25/15/10 (E/J/A) の使用説明書となっており、安全に、適切に、そして経済的にこの機械を取り扱
うための重要な基準と注意を記載しています。

すべての基準は、この固定ユニットが、 2.2 [ 7]に記載された正規の用途で投入、使用されることを前提としています。

本文書の画像とイラストはすべて、テキスト形式の説明の助けになるものであり、必ずしも寸法通りではありません。示された画像
とイラストは、製品のタイプに応じて、納品範囲に含まれる固定ユニットとは若干異なっている場合もあります。

この使用説明書は、固定ユニットの一部です

/	/ 安全な運転と保証請求に備えて、まずはこの使用説明書をすべて読み、その注意事項に従ってください。

/	/ 本使用説明書は、後継所有者に譲渡してください。

/	/ 本使用説明書に従わなかったことに起因する損害および故障に対する賠償責任を負いかねます。

/	/ 本使用説明書についてのご質問は、製造者の顧客サービス（info@rego-fix.com）へお問い合わせく
ださい。

 
著作権保護

この文書の著作権は、REGO-FIX AG（製造者）に帰属します。

本使用説明書は機密文書として扱われ、この固定ユニットを取り扱う者のみを対象としています。本使用説明書は、製造者の書面
による承認なしに第三者にアクセスさせることはできません。テキスト、画像、イラスト、図面、スキーム、またはその他の表現の形
で表現された使用説明の内容は、著作権によって保護され、工業所有権の対象となります。不正使用は処罰されます。

本文書の複製（抜粋であっても）および商業利用は明示的に禁止され、例外的な場合にのみ製造者からの書面による声明によっ
てのみ許可されます。

 
 

名称:	 PGS 25/15/10 (E/J/A)

製造者:	� REGO-FIX AG, Obermattweg 60, CH-4456 Tenniken （スイス） 
電話 +41 61 976 14 66, info@rego-fix.com

技術的変更:	 製造者は技術的改善の観点から変更を加える権利を留保します。

文書番号:	 600011309

本使用説明書は、全利用期間に渡って保管されなければなりません。

mailto:info%40rego-fix.com?subject=
mailto:info%40rego-fix.com?subject=
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1.	 一般的注意事項

1.1 	 保管
/	/ 本使用説明書は、固定ユニットからごく近い場所に汚れないようにして保管してください。

/	/ 本使用説明書は、職場の要員がいつでも利用できるようにしておく必要があります。

/	/ 本使用説明書の内容は、製品の耐用期間全体にわたってはっきりと読めるようにしておかなければなりませ
ん。本使用説明書の一部がなくなった、または読めなくなった場合、製造者に連絡して文書が再び完全な状
態になるようにしてください。

1.2 	 賠償責任の免責
本説明書の内容は、適用される指針および規格、最先端技術および長年の経験を考慮して編集されています。 
製造者は、以下の項目を原因とする損害および自己に対していかなる賠償責任も負いかねます：

/	/ 本説明書の無視

/	/ 安全に関する規則の無視

/	/ 本機の不適切な使用

/	/ 要員に求められる資格の無視

/	/ 本機またはそこに取り付けられたコンポーネント（部分）での製造者の同意がなく、かつ明示的に許可され
ていない改造

さらに、納入契約または売買契約で合意された義務、一般取引条件、製造業者の納入条件、および契約締結
時に適用される国際的および国内的法規制が適用されます。

1.3 	 顧客サポート
直接のサポートについては、営業担当者にお問い合わせください。 

技術情報については、当社サポートinfo@rego-fix.comにお問い合わせください。

担当のお問い合わせ窓口に関する情報は、上述のコンタクトアドレスまたは製造者のウェブサイト 
（rego-fix.com）でいつでもご確認いただけます。

mailto:info%40rego-fix.com?subject=
https://ch.rego-fix.com/ja
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2.	 安全

2.1 	 安全に関する基本的な注意事項
安全に関する責任者は、以下のことについて必ずご確認ください。

/	/ 資格を備えた要員にのみ本固定ユニットでの作業を行わせる。選択された運転モードに応じて実行される
作業に対応する基準は、 2.3 [ 8]にまとめられています。

/	/ 必要な要員研修が行われる。

/	/ オペレーターが、すべての作業において本使用説明書およびその他の、製品文書に記載された安全に関す
る資料を常に利用できる状態に置き、一貫してこれらの資料に従う義務を負う。

/	/ 使用地に適用される事故防止のための規則および規定、ならびに保守/メンテナンスサイクルを守る。

/	/ 適用される安全/環境保全規則を遵守する。

/	/ 機械の設置場所や設置の種類および運転環境条件に起因する危険性が評価され、指示の形で文書化さ
れ、考慮される。

固定ユニットは、所定の用途（ 2.2 [ 7]を参照）でのみ使用することができます。さらに、この固定ユニット
は技術的に完全な状態で、運用上安全な状態でのみ使用できます。使用開始前および保守作業後または修理
作業後には、この固定ユニットの完全性をテストする必要があります。

2.2 	 所定の用途
/	/ この固定ユニットは、REGO-FIX AGのpowRgrip®技術を使用したシャフト付き切削工具の半自動固定/
解除のための油圧モンタージュプレス機です。

/	/ 固定ユニットを所定の用途に対して、まはそれによって可能になる安全な運転のためには、以下の条件を
満たす必要があります：

	/ この固定ユニットは、 4 [ 21]で指定されているモードに対してのみ使用できます。機械の運転と作
業者の資格に関するすべての基準を遵守する必要があります。 

	/ 固定ユニットの操作は児童には禁止されています。訓練を受ける要員は、有資格者の監督下でのみ作業
することが許されます 2.3 [ 8]。

	/ この固定ユニットは、製造者が推奨または設置するサードパーティ製の装置およびコンポーネント、ソフ
トウェア、材料および補助材料と組み合わせてのみ使用が許されます。固定ユニットに対するいかなる
種類の改造、調整、または変更も明示的に禁止します。

	/ この固定ユニットを爆発または火災の恐れのある環境で運用することは許されません。

	/ 固定ユニットは、必ず電源ケーブルに保護導体を使用して運転してください。

	/ 電力供給に関する以下の基準を遵守する必要があります。
 	c (E) ヨーロッパ 	 230 V±10% 	 50 Hz
 	c (A) 北米 	 115 V±10% 	 60 Hz
 	c (J) 日本 	 100 V±10% 	 50-60 Hz
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	/ この固定ユニットの操作フロントには、自由にアクセスできなければなりません。非常停止押しボタン
は、オペレーターがいつでも操作できなければなりません。

	/ 操作フロントと他の機械、建物部品、または事業所内交通路との間の最小距離は最低1 m確保されてい
なければなりません。最大地盤勾配/傾斜が1%を超えることは許されません。保守/メンテナンス中は、
固定ユニットはすべての側面から1 m以上の距離でアクセスできなければなりません。この固定ユニット
の運転は、オペレーターが立って両手で行います。

	/ この固定ユニットは、温度+10°C～+40°Cの閉鎖され乾燥した室内（最高相対空気湿度95%）で使用す
るように設計されています。作業場には十分な照明が確保されていなければなりません。

2.3 	 機械オペレーターに求められる要件
以下では、運転モードを考慮して機械オペレーターの要件を説明します。資格に関わらず、割り当てられた作業
を確実に実行できる者のみが考慮されます。薬物、アルコール、医薬品などの能力を制限する物質の影響下に
ある人員は、信頼できない要員と見なされます。

運転モード：

運搬 この作業は、必ず技術専門家または専門要員（ 2.3.1 [ 8]）が実行します。

運用開始 これらの作業は、必ずオペレーター（ 2.3.2 [ 9]）が行います。

通常運転 これらの作業は、必ずオペレーター（ 2.3.2 [ 9]）が行います。

エラー探索および障害
除去

これらの作業は、「単純な」ケースにおいては、オペレーター（ 2.3.2 [ 9]）が行
うことができます。「単純なケース」とは、末尾のリストの「通常の運転」 

（ 2.3.3 [ 9]で定義されているすべてのケースです。それ以外の場合は、作業
は技術専門家または専門要員（ 2.3.1 [ 8]を参照）によって行われなければな
りません。それに含まれる作業ステップの非網羅的なリストは、「修理作業」 

（ 2.3.4 [ 9]）という用語の下に要約されています。

保守およびメンテナンス「エラー探索および障害除去」と同じ

解体および廃棄 この作業は、必ず技術専門家または専門要員（ 2.3.1 [ 8]）が実行します。

2.3.1	 専門家/専門要員の定義

この要員は、該当する要件（注意義務、安全性など）を熟知している必要があります。または依頼人によって適切
に感知されていることが必要です。「専門家」の定義は、専門的訓練を受け、その作業に必要な知識および経験
を有し、さらに与えられた任務を遂行し、その場合に万一の危険を自主的に認識できる者を指します。

すべての修理作業は、REGO-FIX社の従業員またはREGO-FIX社から委託された第三者の従業員によって行
われなければなりません。顧客サポートと合意があり、書面による確認がある場合のみ、個別ケースでは、他の
やり方が可能です。
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2.3.2	 定義 オペレーター

オペレーターはシステム研修を修了している必要があります（研修済要員）。それらには、操作に加えて、これに
は運転中の残留リスクとそこから生じる危険に関する知識も含まれます。研修は、REGO-FIX社、REGO-FIX社
の認定販売パートナー、またはREGO-FIX社から委託された第三者によって実施されます。

2.3.3	 通常運転での作業ステップ/機械の相互作用

/	/ 前面の制御エレメント（操作ボタン、非常停止）と背面のトグルスイッチを押す。装置プラグの接続と切断 
（装置への電力供給）。

/	/ プレスエリアを開閉するためのプレスヘッドのロック装置の作動。コレットチャックおよび工具を含む工具
ホルダの設置。 

/	/ ロックピンの作動（引き出し/押し込み）（プレスヘッドの回転）。

/	/ 機械の固定モードと解除モードを切り替えるためにプレスヘッドを±180度回転（時計回りまたは反時計回
り）させる。

/	/ 簡単なメンテナンス対策の実施。それには以下が含まれます：

	/ 機械外側の清掃（ケーシングエレメント）

	/ プレスエリアの清掃（機械を電源供給から切り離して）。

	/ オイルレベルを点検し、必要に応じて作動油を補充する。この目的のためにのみ、オペレーターがケーシ
ング（カバーとバックパネル）の取り外しすることができます。（機械を電力供給から切り離して）。

2.3.4	 修理運転（専門要員による）

修理運転には以下の行為が含まれます：

/	/ すべての作業ステップ/通常運転の機械の相互作用

/	/ ケーシングエレメントの数を減らし、場合によっては拡張機器（測定機器など）を使用してテストラン/機能テ
ストを実施します。保守作業または修理作業を行う前には、いつも機械を安全に電力供給から切り離す必
要があります。これが不可能な場合（特定のエラー評価など）は、この種の修理について特別に訓練された
電気訓練を受けた要員が作業を実施する必要があります。

/	/ ケーシングエレメントの取り外しと機械コンポーネントの代替。

/	/ 機械の点検および検査。
 

2.4 	 残余リスクの特定
技術的製品の使用には、危険が付きものです。構造による措置でも保護機器でも除去できなかった危険は、製
造者によって残余リスクとして宣言されます。本使用説明書に記載された安全に関する注意は、製造者がリスク
評価/リスク低減の枠内で特定、等級付けした既知の残余リスクを指摘しています。運用において追加の危険
が示された場合、運用者は、それを製造者に遅滞なく通知する義務を負っています。

残余リスクは運転のタイプによって異なります。このため、各運転タイプの残余リスクについては、 4 [ 21] 
で取り扱います。
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本使用説明書に記載されている警告は、本機を取り扱う際に注意しなければならない、上述の残余リスクに関
する危険を警告しています。「危険」、「警告」、「注意」、「注意事項」の統一的シグナル表示のために本使用説明
書で使用される表現形態は、 2.5 [ 10]で示されます。

2.5 	 表現形態 - 警告注意事項

危険
回避しないと死亡または回復不能な傷害をもたらす可能性のあるリスクレベルの高
い危険への曝露。

警告 回避しないと作業停止を伴う回復可能な傷害をもたらす可能性のあるリスクレベル
が中程度の危険への曝露。

注意
回避しないとわずかな、または作業停止を伴わないある程度の傷害をもたらす可能
性のあるリスクレベルの低い危険への曝露。

注意事項 物的損害につながる可能性のある有害な状況。

注意事項
このマークは、一般的な注意事項および物的損害の可能性を示すための注意事項
の両方として使用されます。

以下の要求記号が使用されます：

シンボル 意味 シンボル 意味

目の保護具を使用する 手の保護具を使用する

足の保護具を使用する 頭部の保護具を使用する
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2.6 	 さまざまな運転モードの残余リスク

ピクトグラム

残余リスクの説明

対策 運転モード

運
搬

運
用
開
始

通
常
運
転

障
害
/修
理

保
守
/メ
ン
テ
ナ
ン
ス

分
解
/廃
棄

 危険 

危険な電圧による危険
への曝露

（致命的な）感電

/	/ 保護導体が接続された状態でのみ機械を運転する

/	/ ケーシングを完全な状態にしてのみ機械を運転する

/	/ 電力供給に対する製造者の基準を遵守する

• • • • •

/	/ 保護導体が接続された状態でのみ機械を運転する

/	/ 電力供給に対する製造者の基準を遵守する

/	/ 専門要員のみによる修理/コンポーネント交換

•

 危険 

可燃性物質による危険
への曝露

火災

/	/ タンクに漏れがないか定期的に点検する

/	/ タンク充填物がこぼれないようにするか、またはできるだけ早
く停止する

/	/ 火気または火花の発生源に近づけない

• • • • •

/	/ タンクに漏れがないか定期的に点検する

/	/ 火気または火花の発生源に近づけない

/	/ 専門要員のみによる修理/コンポーネント交換

•

 危険 

機械/梱包材の落下に
よる危険への曝露

身体の一部の圧搾また
は高重量による圧倒

/	/ 保護装備の着用：保護手袋と保護ヘルメット

/	/ 所定の補助手段を使用した運搬

/	/ 運搬に関する指示に従う

•

 警告 

不適切な代替部品の使
用による危険への曝露

互換性の欠如によるさま
ざまな結果

/	/ 製造者の純正部品のみを使用する

/	/ 専門要員のみによる修理/コンポーネント交換。 

/	/ 質問/疑問がある場合は、専門要員や製造者に連絡する

• •



12�  取扱説明書 PGS 25/15/10 (E/J/A)

ピクトグラム

残余リスクの説明

対策 運転モード

運
搬

運
用
開
始

通
常
運
転

障
害
/修
理

保
守
/メ
ン
テ
ナ
ン
ス

分
解
/廃
棄

要員資格を遵守しなか
ったことによる危険へ
の曝露

不適切な取り扱いや無
知は、重大な人身傷害
や物的損害につながる
可能性がある

/	/ 必要な要員資格を遵守する

/	/ 専門要員のみによる修理/コンポーネント交換

/	/ 質問/疑問がある場合は、専門要員や製造者に連絡する

• • • • • •

オイルが飛び散ることに
よる危険への曝露

特に目の傷害

/	/ 機械を完全な状態で運転し、メンテナンスサイクルを守る

/	/ 必要な要員資格を遵守します。専門要員のみによる修理/ 
コンポーネント交換

/	/ 質問/疑問がある場合は、専門要員や製造者に連絡する

/	/ 修理のために保護装備を着用する（ゴーグル）

• • • • •

予期せぬ始動による危
険への曝露

運転準備の欠如による
さまざまな結果

/	/ 電力供給装置を引き抜くことで電源遮断を確実にする 

/	/ 電力供給から遮断されている機械でのみメンテナンスを実
行する

/	/ 専門要員のみによる修理/コンポーネント交換

• • • • •

非常時の本機の停止

手段の欠如によるさまざ
まな結果

/	/ 操作フロントの非常停止押しボタンに視覚的な妨げがない
状態

/	/ 非常停止押しボタンを作動させる 
（その後、機械的リセットが必要）

/	/ 専門要員のみによる修理/コンポーネント交換

• • • • •

安全要素が効かないこ
とによる危険への曝露

安全の欠如によるさまざ
まな結果

/	/ 機械を完全な状態で運転し、メンテナンスサイクルを守る

/	/ 専門要員のみによる安全要素の修理/ 
コンポーネント交換/調整

• • • • •

 警告 

加速/減速による危険
への曝露

身体の一部の圧搾

/	/ 保護装備の着用：保護手袋と保護ヘルメット

/	/ 所定の補助手段を使用した梱包の運搬

/	/ 梱包された機械の運搬に関する説明に従う
•
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ピクトグラム

残余リスクの説明

対策 運転モード

運
搬

運
用
開
始

通
常
運
転

障
害
/修
理

保
守
/メ
ン
テ
ナ
ン
ス

分
解
/廃
棄

可動部品による危険へ
の曝露

プレス運転での身体の
部分の圧搾

/	/ すべての保護器具および保護部品を含めて、 
機械を完全な状態で運転します。

/	/ 機械の安全運転に関する説明に従う

• • • •

可動部品による危険へ
の曝露

部品の挿入時および取
り外し時の身体の一部
の圧搾

/	/ 折りたたみ式プレスヘッドを慎重に閉じる

/	/ 固定部品と折りたたみ式部品の間に指を挟まない
• • • • • •

 注意 

オイルが流れ出ることに
よる危険への曝露

スリップ

/	/ タンクの充填/空にするための説明に従う

/	/ 油圧構成部品のメンテナンスサイクルを遵守する

/	/ 専門要員のみによる修理/コンポーネント交換

/	/ 修理のために保護装備を着用する

• • • • • •

 注意 

鋭いエッジ/尖った箇所
による危険への曝露

切断と突き刺し

/	/ 運搬に関する指示に従う •

/	/ 必ず完全な状態で機械を運転する

/	/ 機械の安全運転に関する説明に従う
• •

/	/ 専門要員のみによる修理/コンポーネント交換

/	/ 修理のために保護装備を着用する
• • •

 注意 

倒れて来る機械/梱包よ
る危険への曝露

身体の一部、特に指/つ
ま先の圧搾

/	/ 運搬に関する指示に従う •

/	/ 設置場所/作業場についての基準を遵守する

/	/ 専門要員のみによる修理/コンポーネント交換

/	/ 修理のために保護装備を着用する

• • • • • •



14�  取扱説明書 PGS 25/15/10 (E/J/A)

3.	 装置の説明

 3.1 [ 14]にはこの固定ユニットの主要構成部品が図解による概略図で全体表示され、名前が付けられて
いる。それに加えて、 3.2 [ 15]には、機能に関して主要な構成部品を含めたプレスヘッドの詳細図面が示
されています。 3.3 [ 16]のpowRgrip®システムの機能方法の説明に基づいて、 3.4 [ 16]では、固定
ユニットの詳細な機能説明が行われています。

3.1 	 固定ユニットの全体図

7

10

9

11

1

2
3

4

5

6

8

 
 
イラスト 3.1
主要構成部品の説明を含む、固定ユニットの図解による概略図。

1 非常停止押しボタン 7 IECソケット C14
2 LEDリングを備えた押しボタン 緑色（サイクルスタート） 8 スナップロック プレスヘッド
3 LED 赤色（エラーの表示） 9 タイププレート
4 プレスヘッド（片側折りたたみ式） 10 ケーシングエレメント
5 旋回動作を可能にするロックピン 11 クレーンなしで運搬するためのキャリア
6 運搬用リングボルト
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3.2 	 プレスヘッドの全体像

3

表示「IN」 表示「OUT」

6

7

1

2

4

5

 制限 プレスエリア

表示 フロントカット 正面図

 
イラスト 3.2
主要構成部品の説明を含む、プレスヘッドの図解による概略図。 

1 接触面 工具ホルダー 固定 5 保護プレート プレスエリア
2 接触面 工具ホルダー 解除 6 移動方向 – プレス
3 スナップロック プレスヘッド 7 移動方向 - スプリングリターン
4 プレスエリア
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3.3 	 powRgrip®システムの機能方法
REGO-FIXの工具固定システムpowRgrip®は、この目的のためにの工具ホルダ内にシャフトを備えた切削工具
を固定するために使用されます。  イラスト 3.3 (a) [ 16]は、powRgrip®システムの3つのコンポーネントを
示します：工具ホルダ、コレット、切削工具、左は張力がかかっていない状態、右は張力がかかっている状態。加
えて、 イラスト 3.3 (b) [ 16]は、固定エリアの断面表現を、上は張力がかかっていない状態、下は張力が
かかっている状態で示しています。

固定および解除のために必要な圧力および引張力をかけられるように、会REGO-FIX社の油圧モンタージュプ
レスを使用します。許容されるモンタージュプレスの1つは、本使用説明書に記載されている固定ユニットPGS 
25/15/10です。

コレットチャックについては、シャフトの公差に関して基準を考慮します（ 6 [ 41]を参照）。

1

2

3

a

1 バイト
2 PowRgrip®コレットチャック
3 PowRgrip®ホルダー

工具が固定されていない：

b

工具が固定されている：
（工具に対する半径方向の力）

イラスト 3.3
a  表示 powRgrip® システム 
b  図解による表示 固定エリア

3.4 	 固定ユニットPGS 25/15/10の機能方法
油圧モンタージュプレスとして設計されたこの固定ユニットには、電動駆動ユニットを備えています。固定と解除
を切り替えるには、オペレーターがプレスヘッドを手動で±180°回転させる必要があります。現在のモード（固
定または解除）は、「IN」と「OUT」の刻印によって示されます。回転方向は、両側に矢印によって示されます。プレ
スヘッドの内側には2つの接触面が取り付けられており、これにより、工具ホルダーは、このための上端にある溝

（それぞれスピンドルインターフェースが下方を向いている）を介して設置され、それによって固定することがで
きます。非常停止押しボタンにより、固定ユニット全体を直ちに確実にオフにすることができます。リセットするに
は、オペレーターが回転運動により非常停止押しボタンを手動で解除する必要があります。このような停止後に
新しいプレス運動を作動させるには、この目的のためのLED押しボタン（サイクルスタート）で再びスタートコマ
ンドを出す必要があります。
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3.5 	 標示
固定ユニットの背面には、タイププレート（ イラスト 3.5 [ 17]を参照）が貼付されており、それはCEマーク
に加えて主要なデータと製造者情報が記載されています。

REGO-FIX AG, Obermattweg 60, 4456 Tenniken, Switzerland

Type: PGS XX X
Article No.: 764025X
Serial Nr.: XXXXXXX
Production Date: XX/XXXX
Input: 230V/1.7A/50Hz
Power: 400W
Hydraulic Pressure: 190bar
Weight: 48kg

Swiss Precision Tools www.rego-fi x.com

1

3

4

5

6

7

8

9

10

2

11

イラスト 3.5
主要構成部品の説明を含む、タイププレートの表示例。

1 製造者とその住所 7 電気的作動値
2 CEマーク 8 出力
3 機械型式 9 作動圧力
4 アイテム番号 10 固定ユニットの重量
5 シリアル番号 11 QRコード REGO-FIX AGウェブサイト
6 製造年

注意事項
タイププレートに記載されているデータは、技術的サポートと代替部品の注文に関す
るものです。
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3.6 	 技術データ

説明 値 単位
寸法と重量
機械 長さ × 幅 × 高さ 531 × 406 × 591 [mm]
機械 梱包 長さ × 幅 × 高さ 760 × 535 × 750 [mm]
機械 - 重量 48 [kg]
梱包された機械 - 重量 60 [kg]

出力 
接続負荷 400 [W]
モーター - 効率クラス IE3 [-]
タンクサイズ/充填量 3.5 / 2 [l]
作動圧力（最大） 190 [bar]
温度範囲 +10 ～ +40 [°C]
排出レベル 70未満 [dB(A)]
アースリーク電流 10未満*) [mA]
* �固定ユニットは製品規格DIN EN 60204-1に準拠しています。測定されるアースリーク電流は10 mA未満です。 

アースリーク電流要件がより高い場合、第2の保護導体（A > 1.5 mm2）を固定ユニットに接続することが可能です（ イラスト 3.6 [ 19]を参照）。

装置および補助材料
作動油 タイプ HLP ISO VG 32 [-]
作動油 量 2.0 [l]
使用可能な固定装置（バージョンによる） powRgrip®PG10、PG15、PG25 [-]

供給、インターフェース、接続
電力供給 (E) 230 V ±10% / 50 Hz

(A) 115 V ±10%/ 60 Hz
(J) 100 V ±10%/ 50-60 Hz

[-]

装置プラグ (E) Schuko CEE-7/VII
 タイプ 12 (CH)
(A) NEMA 5-15
(J) NEMA 5-15

[-]



 取扱説明書 PGS 25/15/10 (E/J/A)� 19

左面図 右面図

正面図 背面図

イラスト 3.6
第二の保護導体の固定ユニットと接続手段の寸法。
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3.7 	 配送状態と梱包
最初の目的地のための機械の梱包は、製造者によって行われます。梱包ユニットに過剰な重さをかけた
り、積み重ねたりすることは許されません。梱包および内容物は、湿気の影響から保護され、運搬時温度
は-20°C～+40°Cに維持されなければなりません。

梱包、その寸法、および構成部品の図解は、 イラスト 3.7 [ 20]に示されています。

1

4

7

2

3

5
6

1 木製の床、下が空いている
2 機械（VCI保護ケース内、図には示されていない）
3 フォームテンプレート
4 フォームテンプレート用ストラップ x1
5 ボール箱梱包
6 ボール箱梱包用ストラップ×2
7 梱包された（配送状態）

イラスト 3.7
主要構成部品の標識を含む、梱包および梱包された機械の図解による概略図。

 
納品範囲に含まれるのは、以下のコンポーネントです：

/	/ powRgrip®固定システム用のモンタージュプレスPGS（25/15/10）（E、A、またはJ）×1

/	/ VCI保護カバーおよび対応する糸ベルトを含む梱包x1

/	/ オリジナル使用説明書（印刷版）x1

/	/ 国別電源コード×1
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注意事項
極度に湿度の高い環境で製品を
保管すると、短期間でも腐食や同
様の運送損傷につながる可能性
があります。

梱包された機械を積み重ねること
は許されません。

梱包された機械の上面を示します。 梱包された機械/梱包を湿気から
保護します。

受領チェック中に運搬時の損傷が見られた場合は、次の手順を実行する必要があります。

/	/ 運搬時の損傷を損傷プロトコールに記録する

/	/ 配送者への損傷の存在と性質の通知

/	/ 納入者への損傷の存在と性質の通知

4.	 運転モード

さまざまな運転モードを以下で説明します。

4.1 	 運搬
4.1.1	 要員の資格

運搬には、技術の専門スタッフまたは専門要員が絶対に必要です。

要員資格の詳細は、  2.3 [ 8]にあります。

4.1.2	 残余リスク

残余リスクの一覧は、  2.6 [ 11]に記載されています。

4.1.3	 作業場と設置場所の要件についての説明

この固定ユニットは、作業台または特別に製作された組み立てユニットの上で運転するように設計されています
（重量に注意）。固定ユニットは、安全かつ継続的な運転が担保されるように設置する必要があります。
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4.1.4	 梱包された機械の運搬

注意事項
/	/ 床上での運搬には、保護装備として足部保護を着用すること

/	/ 手袋の着用を推奨

/	/ パレットリフト車のために下が空いている

/	/ 吊り上げ中に固定ユニットが転倒しないようにする

/	/ パレットを固定ユニットごと静かに降ろす

4.1.5	 クレーンによる運搬

注意事項
/	/ クレーンを使用して運搬する場合は、足と頭部の保護具を着用すること

/	/ 手袋の着用を推奨

注意事項
装置のクレーンでの運搬は、工具ホルダおよび切削工具なしの状態でのみ許されます

（怪我の危険）。
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ステップ 1:
必要に応じて、リングボルトを所定の箇所に固定します。 
ワッシャ2個を使用します（納品状態）。

同梱の糸ベルトをリングスボルトに通し、クレーンのマウント部
に固定します。

注意事項
糸ベルトは、この目的およびこの装置にのみ使用できます。

ステップ 2:
クレーンを使用して機械をゆっくり持ち上げ、任意の位置に運
搬し、そこに静かに降ろします。

方向の振れおよび突然の変化を避けます。

糸ベルトを取り外し、後で使用するために保管します。

ステップ 3:
必要に応じて、機械運転のためにリングボルトは取り外すこと
ができます。

後で運搬する場合に備えて、リングボルトと2つのワッシャ、およ
び糸バンドを必ず機械のそばに保管しておいてください。

4.1.6	 手での運搬

以下の説明は、補助具なしで機械を2人で運搬する方法と、どの基準に準拠する必要があるかを示しています。

注意事項
/	/ 運搬には、保護装備として足部保護を着用すること

/	/ 手袋の着用を推奨
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 警告 
/	/ 2人による装置の手での運搬は、工具ホルダおよび切削工具なしの状態でのみ許

されます（怪我の危険）。

/	/ 重い装置（48kg）

/	/ 傾斜角度。必要に応じて、黄色の栓を取り付けます（ 4.2.3 [ 25]を参照）。 
そうでないと装置が傾き過ぎたときに通気フィルタが、オイルで完全に満たされ、 
そのことによって交換が必要になります。

/	/ スナップロックとヘッドのロックピンを、しっかりと保持されるようにはめ込みます。

手順:
手で安全に運搬するために、上の注意事項と警告を読んでく
ださい。

固定ユニットを床またはテーブルの上に置いた状態で、1人が
プレスヘッドの下側（前面）をつかみ、もう1人がスタンドユニッ
トの下側（手のためのブランク）をつかみます。

固定ユニットを一緒に持ち上げることによって、固定ユニッ 
トを保持し、続いて任意の位置に運搬することができます。

固定ユニットを任意の位置で静かに降ろします。
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4.2 	 運用開始
4.2.1	 要員の資格

運用開始はオペレーターが行うことができます。要員資格の詳細は、  2.3 [ 8]にあります。

4.2.2	 残余リスク

残余リスクの一覧は、 2.6 [ 11]に記載されています。

注意事項
初回運用開始時に、タンク栓を通気フィルタに換えます。  

（ 4.2.3 [ 25]を参照）

固定装置と機械の損傷を防ぐため、powRgrip®コレットチャックを固定するときは必
ず切削工具を挿入する必要があります（けっして空で固定することがないように）。

4.2.3	 初回運用開始に関する重要な注意事項

注意事項
初回運用開始には、保護装備を着用すること：足の保護、目の保護

固定ユニットの初回運用開始のための設置場所の選択には、一般的な基準を考慮する必要があります。 
これらは、 2.2 [ 7]で整理されています。

機械オペレーターの要件については、 2.3 [ 8]で説明されています。
タンクは、納品前に作動油が充填され、固定ユニット全体は、漏れと機能が点検されています。タンクは、運搬
用に黄色の栓で塞がれています。固定ユニットの運用開始前には、これを同梱の通気フィルタと換える必要が
あります。 

3 4 5 6 72

1
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1 カバーを取り外す
2 バックパネルを取り外す
3+4 黄色のタンク栓を外します。これは運搬用固定具としてのみ使用され、後の使用に備えて保管することが

できます。
5+6 黒色の通気フィルタを締め付けます。
7 カバーを逆の順序で再び取り付けます。これで装置は使用する準備ができました。

運搬時の損傷は、 3.7 [ 20]に従って対処してください。報告義務は、使用者の側にあります。 
機械の運用開始には、まず完全な梱包を取り外し、 
 4.1.3 [ 21]で指定されている作業場所/設置場所の選択に関する基準を遵守する必要があります。

本機の運転には同梱の電源ケーブルが必要です。製造者側の外部電力供給に関する要件を遵守し、確保する
必要があります。初回運用開始についての手順を追った説明を以下に示します。

運用開始前に、設置要員および/またはユーザーが以下の機械の要素を目視点検します。

チェック 1:
電源ケーブルとヒューズ付きソケット（10 A、250 V） 
が損傷していないか点検します。

チェック 2:
機械の密閉が確保されていること（漏れがないこと） 
を点検します。

チェック 3:
プレスヘッド内の保護プレートが、それぞれ4本のボルト
で固定され、完全に整っているかを点検します。
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チェック 4:
操作エレメントが損傷していないこと、および非常停止押
しボタンが作動していないことをチェックします。

チェック 5:
エンドポジションに係合していることによって、ロックボル
トは、プレスヘッドの安全な位置決めに役立ちます。

緩めるか、または向きを変えるには、ロックボルトを引き
ます。 
向きを変える運動の間にロックボルトを再び解放してく
ださい。これは、エンドポジションに達すると自動的に係
合します。

チェック 6:
すべてのケーシングエレメントが正しく取り付けられている
こと、および足りないボルトがないことを点検します。

チェック 7:
装置が選択した下地にまっすぐ立っているかを点検し
ます。 
必要に応じて、装置の傾きを調整フットを伸縮させること
で修正します。
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4.2.4	 初回運用開始についての説明

ステップ 1:
機械を 4.1.3 [ 21]の要件に従って、作業場に設置
します。

ステップ 2:
電源コードを装置背面のC14プラグに差し込み、外部の
電力供給に接続します。

プラグの詳細は、 3.6 [ 18]をご覧ください。

ステップ 3:
プレスヘッドが閉じており、サイドスナップロックでこの位
置に固定されていることを確認します。

プレスヘッドをエンドポジションの一つ、（「IN」または
「OUT」）に向きを変えます。ロックボルトは完全に係合して
いなければなりません。

Click

ギャップなし！

ステップ 4:
トグルスイッチ（装置の後ろ）で固定ユニットをオンにし
ます。

約10秒後、前面のボタンのLEDが緑色に点灯します。これ
で機械は運転準備が整いました。

ステップ 5:
トグルスイッチ（装置の後ろ）で固定ユニットをオンにし
ます。

約10秒後、前面のボタンのLEDが緑色に点灯します。 
これで機械は運転準備が整いました。
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4.3 	 通常運転
4.3.1	 要員の資格

通常運転はオペレーターが行うことができます。要員資格の詳細は、  2.3 [ 8]にあります。

4.3.2	 残余リスク

残余リスクの一覧は、 2.6 [ 11]に記載されています。

注意事項
固定装置と固定ユニットの損傷を防ぐため、powRgrip®コレットを固定するときは必
ず切削工具を挿入する必要があります（けっして空で固定することがないように）。

極度に湿度の高い環境で固定ユニットを保管すると、短期間でも腐食や同様の損傷
につながる可能性があります。

基準（ 6 [ 41]）に従った切削工具シャフトの最短/最長クランプ長に注意しま
す。固定された切削工具は、必ず後部でコレットチャックの調整ボルトに接触している
ことが求められます。

固定手順の前には毎回、固定装置および固定される切削工具を 5 [ 40] 
の基準に従って清掃する必要があります。

コレットチャックは、ストッパーで工具ホルダーに固定されていなければなりません。
コレットチャックと工具ホルダーの間に目に見える隙間があることは許されません。ギ
ャップがある場合、特に最大保持力、伝達可能トルク、および回転に悪影響を及ぼす
可能性があります。

固定が許されるのは、直径公差がh6またはより正確な切削工具に限られます。唯一、 
PG-TAPコレットチャックだけは、h9までの直径公差が許されます。不足量目が多すぎ
る切削工具を固定する場合、コレットチャックに損傷が残る可能性があります。



30�  取扱説明書 PGS 25/15/10 (E/J/A)

4.3.3	 切削工具の固定に関する説明

 警告 
/	/ プレスサイクル中、油圧システムには圧力（190 bar）がかかっています。 

プレスヘッドの開放は、固定手順（ステップ6を参照）終了後に初めて許されます。
プレス手順中にプレスヘッドを強制的に開くと、装置が損傷し、怪我の危険性が
高まります。

/	/ 非常時には、非常停止押しボタンを押します。

ステップ 1:
固定するには、ロックボルトが係合し、上面の「IN」の刻印
が読めるようにプレスヘッドをストッパーへ回します。 Click

ギャップなし！

ステップ 2:
powRgrip®固定装置と固定される切削工具を準備し、 
 5 [ 40]の基準に従って清掃します。

 6 [ 41]の定めるクランプ長の、また 6 [ 41] 

の定める工具形状の基準に注意します。

清掃する

PowRgrip®固定システム 組み立て済
（プレスなし）

ステップ 3:
プレスヘッドを開き、プレスプレートがプレスヘッドの両側
で上部ストッパーに配置されていることをチェックします（
スプリングによってリセットされる）。

そうでない場合は、（ 4.4 [ 34]「エラー探索および
障害除去」）。

ステップ 4:
プレスプレートが正しいポジションにある場合、ステップ2
に従って準備した固定装置と切削工具を片手でプレスヘ
ッドに挿入することができます。挿入された固定装置が片
手で保持されている間（下端に）、もう一方の手は、折りた
たみ式プレスヘッドを閉じ、スナップロックによって機械的
にロックするために使用します。そうすると挿入された固
定装置は解除できるようになります。
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ステップ 5:
トグルスイッチ（装置の後ろ）で固定ユニットをオンにし
ます。

約10秒後に前面のボタンのLEDが緑色に点灯したら、
もう固定ユニットの運転準備が整っています（スタンバイ
モード）。

赤色のLEDが点灯している場合は、エラーが発生していま
す （ 4.4 [ 34]「エラー探索および障害除去」）。

ステップ 6:
固定サイクルを開始するには押しボタンを押します。プレ
ス手順中、油圧ユニットは音を立てて作動し、緑色のLED
が急速に点滅します。

プレス手順が完了すると、すぐに緑色のLEDがゆっくり点
滅するようになります。これで、さらなるステップを考慮しつ
つ、プレスヘッドから固定装置を取り外すことができます。

赤色のLEDが連続点灯している場合は、エラーが発生して
います  4.4 [ 34]「エラー探索および障害除去」）。

ステップ 7:
取り外すには固定装置を片手で抑えます。 
続いて、もう一方の手で折りたたみ式プレスヘッドを開
きます。

これで固定装置を取り外し、スナップロックが係合される
までプレスヘッドを再度折り畳みます。 

ボタンのLEDが緑色に点灯し、それが装置のスタンバイ
モードを示します。装置は、次のプレス手順の準備が整
っています。

ステップ 8:
コレットチャックがストッパーまでプレスされているかを点
検します（コレットチャックと工具ホルダーの間にギャップ
がないこと）。

ギャップが見える場合は、 4.3.4 [ 32]に従ってコレッ
トチャックを解除し、ホルダーマウントとコレットチャックを
清掃します（ 5 [ 40]）。

続いて固定手順を繰り返します。
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4.3.4	 切削工具の解除に関する説明

 警告 
/	/ プレスサイクル中、油圧システムには圧力（190 bar）がかかっています。 

プレスヘッドの開放は、固定手順（ステップ5を参照）終了後に初めて許されます。
プレス手順中にプレスヘッドを強制的に開くと、装置が損傷し、怪我の危険性が
高まります。

/	/ 非常時には、非常停止押しボタンを押します。
 

ステップ 1:
解除するには、ロックボルトが係合し、上面の「OUT」の刻
印が読めるようにプレスヘッドをストッパーへ回します。 Click

ギャップなし！

ステップ 2:
プレスヘッドを開き、プレスプレートがプレスヘッドの両側
で下部ストッパーに配置されていることをチェックします（
スプリングによってリセットされる）。

そうでない場合は、 4.4 [ 34]「エラー探索および
障害除去」）。

ステップ 3:
プレスプレートが正しいポジションにある場合、ホルダー
を解除される切削工具と一緒に片手でプレスヘッドに挿
入することができます。もう一方の手で、スナップロックに
よって機械的に係合されるまでプレスヘッドを閉じます。

そうすると挿入された固定装置は解除できるようになり
ます。

ステップ 4:
トグルスイッチ（装置の後ろ）で固定ユニットをオンにし
ます。

約10秒後に前面のボタンのLEDが緑色に点灯したら、
もう固定ユニットの運転準備が整っています（スタンバイ
モード）。

赤色のLEDが点灯している場合は、エラーが発生していま
す  （ 4.4 [ 34]「エラー探索および障害除去」）。
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ステップ 5:
解除サイクルを開始するには押しボタンを押します。 
プレス手順中、油圧ユニットは音を立てて作動し、緑色の 
LEDが急速に点滅します。

プレス手順が完了すると、すぐに緑色のLEDがゆっくり点
滅するようになります。これで、さらなるステップを考慮しつ
つ、プレスヘッドから固定装置を取り外すことができます。

赤色のLEDが連続点灯している場合は、エラーが発生し
ています （ 4.4 [ 34]「エラー探索および障害除
去」）。

ステップ 6:
取り外すには固定装置を片手で抑えます。続いて、 
もう一方の手で折りたたみ式プレスヘッドを開きます。

これで固定装置を取り外し、スナップロックが係合される
までプレスヘッドを再度折り畳みます。 

ボタンのLEDが緑色に点灯し、それが装置のスタンバイ
モードを示します。装置は、次のプレス手順の準備が整
っています。

ステップ 7:
緩められたコレットチャックと工具を工具ホルダーから順
次取り外します。

次の固定の前に、 5 [ 40]の定める洗浄に関する基
準を考慮します。

保管中の腐食を防ぎます。
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4.3.5	 固定ユニットの運用中止

短時間の中断（夜間や週末など）の場合は、固定ユニットのメインスイッチをオフにします。

固定ユニットを長期間使用しない場合、メンテナンスの場合、または計画的な機械の運搬の場合には、以下の
点に注意してください：

/	/ 固定ユニットのメインスイッチをオフにする

/	/ 固定ユニットの電源プラグの接続を外す（電源遮断装置）

/	/ システムに圧力がかかっていないことを確認する必要があります。 
これは、プレスヘッドに取り付けられたばねが伸長状態であり、したがってプレスプレートが停止位置 

（スプリングに対するストッパー）にあるという事実によって判断できます。

固定ユニットの運用を中止する場合、必ず以下の点を遵守します：

/	/ やり方は、長期間不使用の場合と同様です。また、作動油をタンクおよびシステムから取り外し、適切に廃棄
する必要があります。

4.4 	 エラー探索および障害除去
4.4.1	 要員の資格

エラー探索および障害除去は、オペレーターまたは専門要員が行うことができます。

要員資格の詳細は、  2.3 [ 8]にあります。

4.4.2	 残余リスク

残余リスクの一覧は、 2.6 [ 11]に記載されています。

4.4.3	 エラー/障害の表示

エラー/障害が発生すると、すぐに赤色のLEDが点灯し続けます。同時に、緑色のLEDが特定の点滅パターンで
点滅を開始します。後者からは、エラーのタイプがわかります。

この場合、非常停止ボタンを作動してもエラーにはなりません。それは、電力供給が遮断されているからです。こ
れによって、機械は無圧になります。この状況で装置が作動を継続できるようになったら、すぐにまず非常停止
押しボタンを機械的に作動させ、スタートボタンを押して次の固定/解除を作動させる必要があります。

注意事項
この章では、いくつかのエラーケースとそれらを除去するための対策をリストアップし
ます。ただし、これらの修理は適切な専門要員が実施する必要があるため、詳細な修
理説明、特に故障したコンポーネントの場合のそれは、ここでは言及しません。
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4.4.4	 エラーメッセージ

最初にエラー原因を特定するために、緑色のLED（点滅パターン）によりエラーの3つのカテゴリを識別します。

LED緑色 LED赤色 エラーメッセージ

点滅 3回 
 

(点滅パターン 1)

永続的 
 

センサー プレスヘッド

Blinkt 4× 
 

(点滅パターン 2)

永続的 
 

プレス圧力

点滅 5回 
 

(点滅パターン 3)

永続的 
 

制御装置

 

4.4.5	 エラーメッセージ – センサー プレスヘッド（点滅パターン1）

プレスヘッドには近接センサーが取り付けられており、それによって機械制御装置は、プレスヘッドの開閉状態
を点検できます。関連するエラーの存在は次のようにシグナルされます：

LED緑色 LED赤色 エラーメッセージ

点滅 3回 
 

(点滅パターン 1)

永続的 
 

センサー プレスヘッド

考えられる原因 対策 資格

プレスヘッドが開いている/完全に閉じて
いない状態でのプレスサイクルの開始。

プレスヘッドを閉じ、「サイクルスタート」を押し
てエラーを確認する。 

「サイクルスタート」を再度押して確認した後、
新しいプレス手順を開始する。

オペレー
ター

プレスサイクルが実行されている間にドア
が開かれる。開かれるとプレス手順は中断
されます。スプリングにより、プレスプレート
が戻される。

プレスヘッドを閉じ、「サイクルスタート」を押し
てエラーを確認する。 

「サイクルスタート」を再度押して確認した後、
新しいプレス手順を開始する。

すべての装置に損傷がないか点検します。

オペレー
ター
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考えられる原因 対策 資格

エラーは、確認しても除去されません。

近接センサーに故障がある可能性があ
ります。

その他の原因は、制御装置の故障または
機械配線のエラー/損傷です。

販売パートナーまたは製造者に修理のための
サポートをリクエスト。

専門要
員

エラーは、確認しても除去されません。

近接センサーは機能するが、接点の信頼性
が低下したなどの理由で正しく作動しない。

これは、特に、プレスヘッドのスナップロック
のボルトが緩められ、正しく取り付けられな
かった場合に発生することがあります。

スナップロックのボルトを締め、必要に応じて
調整します。

オペレー
ター

プレスヘッドを閉じることができない、また
は完全に閉じることができない。

折りたたみ式プレスヘッドの両ハーフ間に挟
まれた削り屑または類似のマテリアル。 清
掃します。

保護プレートが損傷し、それによってプレスヘッ
ドが閉まらない、または工具ホルダーを完全に
挿入できない。 販売パートナーまたは製造者
に修理のためのサポートをリクエスト。

オペレー
ター 
 

専門要
員

4.4.6	 エラーメッセージ – プレスヘッド（点滅パターン2）

固定または解除の手順を開始すると、油圧システムが圧力を上昇させます。指定された時間内にこの圧力に達
しない場合は、それに対応するエラーメッセージが表示されます。関連するエラーの存在は次のようにシグナル
されます：

LED緑色 LED赤色 エラーメッセージ

Blinkt 4× 
 

(点滅パターン 2)

永続的 
 

プレス圧力

考えられる原因 対策 資格

固定ユニットのタンク内に十分な作動油が
ない。圧力を上げられない。

作動油を追加充填します。

 危険 
電力供給から遮断された状態でのみ。

オペレー
ター



 取扱説明書 PGS 25/15/10 (E/J/A)� 37

考えられる原因 対策 資格

作動油の汚れが過剰であり、 
交換する必要があります。

作動油を交換します。

 危険 
電力供給から遮断された状態でのみ。

専門要
員

空気が油圧回路に入った可能性がある。 システムのエア抜き。

 危険 
ボルトを外すときの目の負傷。

専門要
員

電気コンポーネントに欠陥がある可能性 エラー探索および故障した（部分）コンポーネ
ントの交換。

専門要
員

4.4.7	 エラーメッセージ – 制御装置（点滅パターン3）

機械制御は、プログラマブルロジックコントローラ（PLC）を備えた周波数インバーターによって行われます。 
関連するエラーの存在は次のようにシグナルされます：

LED緑色 LED赤色 エラーメッセージ

点滅 5回 
 

(点滅パターン 3)

永続的 
 

制御装置

点滅パターンから評価できるのはエラーの源（周波数コンバータ）のみであり、エラーのタイプに関する詳細は
評価できません。詳細については、専門要員が制御ユニットを読み解く必要があります。

しかし、その原因は電力供給や周囲条件に関係することが多いため、オペレーターが講じることができる対策
を以下に示します。

考えられる原因 対策 資格

過電圧または低電圧がある可能性があ
ります。

電圧供給の基準の準拠：
(E) 230 V ±10% / 50 Hz
(A) 115 V ±10%/ 60 Hz
(J) 100 V ±10%/ 50-60 Hz

オペレー
ター

残留電流サーキットブレーカー（FI） 
が反応。

最大アースリーク電流が10 mA未満になるよう
にインフラストラクチャーを設計します。

オペレー
ター、専
門要員

（周囲）温度が高すぎる/ 
低すぎる可能性があります。

温度基準を守る。 
+10 °C - +40 °C

オペレー
ター

圧力センサーが故障しているか、 
信号がないか、正しく接続されていない。

販売パートナーまたは製造者にサポートをリク
エスト、必要に応じて故障した部品をチェック
して交換。

専門要
員

周波数コンバーターに内部エラーがある
可能性。

販売パートナーまたは製造者にサポートをリク
エスト、必要に応じて故障した部品をチェック
して交換。

専門要
員
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注意事項
タイププレートに記載されているデータは、技術的サポートと代替部品の注文に関す
るものです。

4.4.8	 点滅パターンのないその他のエラー

考えられる原因 対策 資格

エラーは発生するが、赤色のLEDはエラー
を示していない。 
赤色のLEDが故障している。

販売パートナーまたは製造者に修理のための
サポートをリクエスト。

専門要
員

適切な圧力がかかっているにもかかわら
ず、工具を固定または緩めることができな
い。固定装置の故障または汚れ。

固定装置の清掃と固定可能な工具の基準の
チェック。

オペレー
ター

プレスサイクルに続けて、プレスプレートが
スプリングによって戻されない（上端/下端
位置で固着したまま）。

ガイド/スプリングの汚れや損傷が、その原
因になっていることがあります。

プレスプレートをゴム槌で（上から）軽く叩いて
戻り位置に到達させます。

続いて汚れや磨耗をガイドから清掃します。

 危険 
このために状況によってはプレスヘッドの保
護プレートを取り外す必要があるため、この清
掃作業は必ず電力供給を遮断した状態で実
施します。

 危険 
コム槌でプレスプレートを戻り位置に戻せな
くなる前に、保護プレートを取り外さないでく
ださい。それは、電力供給が遮断されていても
挟まれる危険があるからです（制御されていな
い戻り） 。

オペレー
ター

4.5 	 保守およびメンテナンス
4.5.1	 要員の資格

保守およびメンテナンスは、オペレーターまたは専門要員が行うことができます。

要員資格の詳細は、  2.3 [ 8]にあります。

4.5.2	 残余リスク

運転モード「保守およびメンテナンス」の残留リスクのリストは、 2.6 [ 11]に記載されています。
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4.5.3	 メンテナンススケジュール

固定ユニットの安全な運転を維持するためには、さまざまなメンテナンスおよび保守のための作業を実行する
必要があります。個別のメンテナンスおよび保守のための作業の詳細と時間間隔は以下のとおりです。これら
の基準はシングルシフト運転に対するものであり、マルチシフト運転の場合はそれに応じて調整、または短縮す
る必要があります。すべてのメンテナンスおよび保守のための作業は、原則として機械が停止している（電源か
ら遮断され、システムが無圧になっている）間に実行します。

部材 点検/交換間隔 点検/メンテナンス項目 資格

固定装置（ホルダー
と固定ツール）

各固定手順前  5 [ 40]の説明に従った清掃。 オペレー
ター

ねじ接続 一般 継続的 一般的に、緩んだ部品および異常な騒音
に、特に振動があるときには注意します。

オペレー
ター

装置ケーシングとプ
レスエリア

毎週 柔らかい布と汎用クリーナーで清掃し
ます。

オペレー
ター

プレスヘッド 継続的、または毎週 オイルの漏れの増加は、漏洩の可能性
を示します。

オペレー
ター

油圧ユニット 継続的、または毎年 油圧ユニットとラインに漏れがないか目
視でチェック。

専門要
員

タンクおよび通気フ
ィルタ

毎週点検し、毎年交
換する

タンクおよび通気フィルタのオイルレベル
を目視でチェック。

専門要
員

ホースおよびフィッ
ティング

毎年点検し、油圧ホース
は5年ごとに交換する

ホースおよびフィッティングに漏れがない
か点検します。必要な場合に限り、油圧コ
ンポーネントを交換します。

専門要
員

4.6 	 解体および廃棄
4.6.1	 要員の資格

分解および廃棄は専門要員が行う必要があります。要員資格の詳細は、  2.3 [ 8]にあります。

4.6.2	 残余リスク

残余リスクの一覧は、 2.6 [ 11]に記載されています。

注意事項
地域の廃棄に関する規制を遵守します。
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5.	 powRgrip®清掃規則

必ず専用の吸収性クリーニングペー
パーを使用してください。  
一度限りの使用！ 

固定するときには、必ず
工具をコレットチャックに
挿入します。空で固定する
と、powRgrip®コレットクラン
プが壊れます！

7

コレットチャックを乾燥させる。清潔でオ
イルが付着していない場合、必ず圧縮空
気を使用します。工具をコレットチャック
に挿入します。

8

コレットチャックを工具ホルダーにセット
し、固定ユニットを使用して固定します。

4

コーンクリーナーをホルダーに完全に
挿入します。回転運動によってホルダ
ーのpowRgrip®インターフェースを清
掃します。

5

powRgrip®コレットチャックを脱脂しま
す。清潔で脂を溶かす、オイルのない液
体（アルコール、コールドクリーナーな
ど）に浸すのが最善です。

6

工具シャフトを脱脂します。清潔で脂を
溶かす、オイルのない液体（アルコー
ル、コールドクリーナーなど）に浸すの
が最善です。

1

クリーニングペーパーをコーンクリーナ
ーのスロットに正面から挿入し、ストッパ
ーまで完全に後ろへ押し込み、ペーパー
の先頭を反対側のスロットに合わせて
調整します。

2

クリーニングペーパーをコーンに巻き
付けます。

3

親指で重なりをしっかりととめます。

CPSクリーニングペーパーTKCPコーンクリーナー
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6.	 技術データ powRgrip®

クランプ長や清掃手順などの追加ユーザー情報は、QRコードからご確認ください。

https://qrs.ly/hlge646 
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7.	 代替部品

消耗部品および代替部品についての詳細な情報は、シリアル番号を挙げてお客様のディーラーか製造者から入手してく
ださい。 

ポジション アイテム番号 アイテムの説明
11 600009702 フラットシーリング タンク
20 600009704 通気フィルタ
100 600009706 電動モーター
101 600009708 周波数インバーター
110 600009711 ポンプ
111 600009713 シーリング ポンプキャリアプレート
120 600009715 ポンプハウジング
121 600009717 シーリング ポンプキャリアプレート
201 600009719 フラットシーリング ブロック
210 600009721 圧力リリーフバルブ
220 600009723 3/2ウェイバルブ
300 600009725 圧力トランスミッター
450 600009727 ホース L = 220mm
700 600009729 ホース L = 550mm
710 600009731 ソケット WEO
810 600009733 非常停止ボタン
820 600009735 非常停止ラベル
830 600009737 シグナルライト LED赤色
840 600009739 スイッチ LED緑色
850 600009741 オン/オフスイッチ
860 600009743 ソケット
– 767844710 リングボルト - ISO3266-M8
– 031000164 リングボルト ワッシャ
– 600006685 ロックボルト M16x15-D8
– 032003696 PGS 25 液浸プレート
– 032002970 PGS 10/15/25 調整フット-硬質-M6
– 032003580 カバー
– 032003581 フロントパネル
– 032003582 バックパネル
– 036200411 REGO-FIXシール
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8.	 図面と回路図
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8.1 	 油圧系統図
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8.2 	 電気回路図 
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9.	 EC適合宣言書

EC適合宣言書

製造者であるREGO-FIX AG（Obermattweg 60, 4456 Tenniken, Switzerland） 
は、これをもって以下の機械

製品:	�	�  powRgrip®固定システム用固定ユニットPGS 25/15/10
機械型式:		�  PGS 25/15/10 (E/A/J)
商標:		�  powRgrip® PGS 25/15/10
機能:		�  powRgrip®テクノロジーによる切削工具の固定および解除 

のための油圧モンタージュプレス

が機械指令（2006/42/EC）の基本的な安全および健康保護要件に準拠している、と宣言します。

さらに、以下の指令が定める基本的な安全および健康保護要件が満たされています：

 	c 電磁両立性指令（2014/30/EU）

内部製造管理による2006/42/ECに準拠した適合性の評価。  
DIN EN 12100が定めるリスク評価とリスク軽減の実施。

この宣言は、市場投入時の機械の状態に関するものです。その後の調整、改造、またはその他の機械 
への介入は明示的に除外され、新たな適合宣言が必要とします。

技術文書の作成の権限を持つ担当者：

Mr. Roman Ackeret 
REGO-FIX AG 
Obermattweg 60 
CH-4456 Tenniken

		

Tenniken, 15.07.2024	 Richard Weber	 Stefan Weber 
		  CEO	 Vice President
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10.	技術データシート 油圧油
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